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６
月
４
日
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
（
ク

ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル
）
に
て
、
２
０
１

５
年
度
春
学
期
の
外
国
語honors

認
定

書
授
与
式
を
挙
行
し
た
。
外
国
語

honors

制
度
（
外
国
語
科
目
成
績
優
秀

者
表
彰
制
度
）
は
、
高
度
な
外
国
語
運

用
能
力
と
国
際
的
な
視
野
と
見
識
を
備

え
た
人
材
の
育
成
を
目
標
に
、
外
国
語

に
つ
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
学
生

を
表
彰
す
る
制
度
で
、
２
０
０
６
年
度

春
学
期
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　

授
与
式
で
は
、
神
谷
遊
教
務
部
長
の

司
会
の
も
と
、
村
田
晃
嗣
学
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
外
国
語
科
目
成
績
優
秀
者
一

人
ひ
と
り
に
認
定
書
と
記
念
品
を
手
渡

し
た
。

　

認
定
を
受
け
た
の
は
、
神
学
部
１
人
、

文
学
部
19
人
、
社
会
学
部
２
人
、
法
学

部
３
人
、
経
済
学
部
１
人
、
商
学
部
４

人
、
生
命
医
科
学
部
１
人
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
４
人
、

グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
１
人
の
計

36
人
で
、
言
語
の
内
訳
は
、
英
語
21
人
、

ド
イ
ツ
語
５
人
、
中
国
語
７
人
、
ハ
ン

グ
ル
３
人
で
あ
っ
た
。

2015年度春学期
外国語honors認定書授与式

大学広報課



同
志
社　

ナ
ウ

同志社
   ナウ

同志社
   ナウ

57 56

　

ア
ジ
ア
の
時
代
と
な
る
21
世
紀
に
東

ア
ジ
ア
青
少
年
歴
史
体
験
キ
ャ
ン
プ
が

開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
若
者
が
京
都
に

集
ま
り
、
行
動
を
共
に
し
た
。
第
12
回

で
あ
る
今
回
は
、
本
校
か
ら
２
名
の
生

徒
が
参
加
し
た
。
日
本
だ
け
で
な
く
ア

ジ
ア
各
国
で
反
日
・
反
中
・
反
韓
を
あ

お
る
政
治
家
が
支
持
を
集
め
、
お
互
い

が
お
互
い
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
悪
い

イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
先
行
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
悲
し
い
悪
循
環
を

こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
若
者
た
ち

は
こ
の
５
日
間
で
見
事
に
断
ち
切
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
講
演
、
討
論
、
交

流
行
事
で
あ
る
。
日
本
の
加
害
の
側
面

に
関
す
る
場
所
を
中
国
や
韓
国
の
若
者

と
共
に
訪
れ
た
り
、
同
じ
講
演
を
聴
い

た
り
、
討
論
す
る
こ
と
は
非
常
に
意
義

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
交
流
行
事

に
は
、
日
中
韓
３
ヶ
国
の
生
徒
た
ち
が

国
ご
と
に
自
分
た
ち
の
国
の
文
化
や
流

行
を
発
表
し
合
う「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」

が
あ
る
。
討
論
の
よ
う
な
「
お
堅
い
」

交
流
で
は
な
く
、
お
菓
子
を
食
べ
た
り

写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
と
い
っ
た
フ
ラ

ン
ク
な
交
流
が
で
き
る
こ
と
か
ら
も
思

い
出
深
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
女
子
生

徒
は
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い

る
。「
地
理
上
の
国
と
国
と
の
距
離
は

あ
り
ま
す
が
、
実
際
そ
の
国
の
人
と
会

え
ば
、
心
の
距
離
が
縮
ま
り
ま
す
。
お

互
い
に
本
音
で
話
し
合
う
こ
と
が
相
手

を
理
解
す
る
の
に
最
も
良
い
方
法
で
あ

り
、
お
互
い
を
理
解
す
る
こ
と
と
認
め

合
う
こ
と
が
世
界
平
和
へ
と
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
が
胸
の
奥
深
く
に
残
り
ま

し
た
。」
キ
ャ
ン
プ
で
の
学
び
の
成
果

が
こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

日
本
で
、
東
ア
ジ
ア
の
若
者
た
ち
が
集

い
、
日
本
国
憲
法
に
あ
る
「
平
和
的
生

存
権
」
に
つ
い
て
、
寝
食
を
と
も
に
し

な
が
ら
考
え
、
議
論
し
た
。
彼
ら
彼
女

ら
が
い
つ
か
本
当
に「
平
和
の
架
け
橋
」

と
な
る
こ
と
を
夢
見
て
、
私
を
含
む
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
は
今
後
も
こ
の
キ
ャ
ン

プ
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
本

稿
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
共
感
し
て
い

た
だ
け
た
方
の
中
に
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
方
が
出
て
く
れ
ば
、
筆
者
と
し
て

は
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

東アジアの「平和の架け橋」
となるために

～第12回東アジア青少年歴史体験キャンプ参加報告～

中学校・高等学校教諭　篠
しの

原
はら

貴
たか

明
あき

　

６
月
13
日
に
東
京
・
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
14
日
に
名
古
屋
ヒ
ル
ト

ン
ホ
テ
ル
に
て
、「
同
志
社
女
子
大
学

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行

事
は
、
卒
業
生
お
よ
び
在
学
生
保
護
者

を
対
象
に
、
大
学
の
方
針
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

参
加
者
相
互
の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
全
国
５
か
所
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
は
在
学
生
保
護
者
対
象
の
就

職
説
明
会
で
、
本
学
の
就
職
・
進
路
状

況
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
に
つ
い
て
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
第
二
部
か
ら
卒
業
生

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
加
賀
裕
郎
学

長
、
坂
部
恵
美
同
志
社
女
子
大
学
同
窓

会
《V

ine

の
会
》
会
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、
大
学
の
近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
若
本
夏
美
表
象
文
化
学

部
英
語
英
文
学
科
教
授
が
「
あ
な
た
の

英
語
の
教
え
方
・
学
習
方
法
は
適
切
で

す
か
：
Ｓ
Ｌ
Ａ
（
第
二
言
語
習
得
）
研

究
か
ら
の
知
見
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
方
式
を
取
り
入
れ

同志社女子大学の集い2015
（東京・名古屋会場）

女子大学

た
来
場
者
参
加
型
の
講
演
は
、
ア
ク
テ

ィ
ヴ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
機
会
に
も
な
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
再
び
英
語
を
学
ん
で
み
よ
う
と
い
う

意
欲
が
わ
い
て
き
た
」「
こ
ん
な
授
業

な
ら
受
け
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
三
部
の
懇
親
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
﨑
井
一
三
同
志
社
女
子
大
学
栄
光

会
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
参
加
者
同
士

で
懇
談
し
て
い
た
だ
き
、
卒
業
生
が
再

会
を
懐
か
し
ま
れ
る
姿
や
在
学
生
保
護

者
同
士
で
情
報
交
換
を
さ
れ
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
本
学
の
グ
ッ
ズ
が
当
た

る
福
引
大
会
や
、
参
加
者
の
方
か
ら
の

ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
最
後
に
全
員
で
同

志
社
女
子
大
学
歌
と
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ

を
斉
唱
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

大学歌、カレッジソングを参加者一同で斉唱 若本夏美教授による講演会
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２
０
１
５
年
１
月
22
日
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時

間
に
、
栄
光
館
チ
ャ
ペ
ル
に
て
英
語
ス

ピ
ー
チ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。
近
年
同
志
社
英
語

大
会
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が

始
ま
り
、
同
志
社
内
中
高
で
盛
り
あ
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
と
も
呼
ば
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
英

語
で
意
見
を
述
べ
る
力
が
重
要
視
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
高
校
生
を

対
象
に
、
校
内
で
の
英
語
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。
発
表
者
は
夏
期
研
修

S
m

ith
 C

o
lleg

e P
ro

g
ram

や

Punahou School SG
L

I Program

参
加
者
、
各
英
語
大
会
参
加
者
で
し
た
。

内
容
は
「M

ottainai!

」「C
ity U

rban 
P

lan
n

in
g

」
「G

o
o

d
 L

ead
er

」

「M
aternity H

arassm
ent

」
な
ど
、

興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で
、
生
徒
た
ち

も
英
語
の
発
表
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
発
表
者
は
緊
張
し
な
が
ら

も
、
自
信
を
持
っ
て
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
ま

た
同
時
に
、
こ
の
発
表
を
見
て
刺
激
を

受
け
、
興
味
を
持
ち
始
め
た
生
徒
も
多

く
お
り
、
今
後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
度
は
中
学
に
も
こ
の
取
り
組
み

を
広
げ
、
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
生
徒
が

ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま

「英語スピーチ・
プレゼンテーション発表会」

女子中学・高等学校 総務部副主任国際交流担当　林
はやし

　昌
まさ

美
み

す
。
女
子
中
高
の
英
語
教
育
、
国
際
教

育
の
発
展
を
願
い
、
よ
り
一
層
魅
力
の

あ
る
行
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▲SGLIプログラム参加者による
プレゼンテーション

▲高校３年生によるスピーチ
「Good Leader」

▲スピーチ、プレゼンテーション発表者 ▲高校１年生によるプレゼンテーション
「City Urban Planning」

　

様
々
な
作
品
が
出
展
さ
れ
る
こ
の
大

会
に
お
い
て
、
旅
鉄
部
は
リ
ア
リ
テ
ィ

を
追
求
し
、
モ
デ
ル
と
な
る
場
所
で
何

度
も
実
地
調
査
を
し
た
上
で
レ
イ
ア
ウ

ト
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在

ま
で
上
位
入
賞
は
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん

が
、
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
は
多
く
の
来
場

者
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
は
本

校
の
文
化
祭
に
て
歴
代
レ
イ
ア
ウ
ト
作

品
を
連
結
し
、
そ
こ
へ
車
両
を
走
行
さ

せ
る
企
画
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
り
良
い
作
品
を
追
求
し
、
挑
戦

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
表
題
に
あ
る
「
全
国
大

会
」
が
毎
年
行
わ
れ
、
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
全
国
の
高
校
の
鉄
道
、
地
理

な
ど
を
研
究
す
る
ク
ラ
ブ
や
、
電
気
、

技
術
工
学
な
ど
を
研
究
す
る
ク
ラ
ブ
に

よ
る
、
鉄
道
模
型
を
通
し
た
「
も
の
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
会
で
、
毎

年
夏
休
み
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
は
「
旅
を
通
し
て
視
野
を
広

げ
、
知
識
を
養
う
」
こ
と
を
目
標
に
活

動
し
て
い
る
「
旅た

び

鉄て
つ

部ぶ

」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
鉄
道
を
使
っ
て
の
旅
が

活
動
の
主
で
あ
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
部

員
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

旅
鉄
部
で
は
以
前
か
ら
本
校
の
文
化
祭

に
お
い
て
、
年
間
の
研
究
発
表
の
パ
ネ

ル
展
示
の
他
に
簡
単
な
鉄
道
模
型
レ
イ

ア
ウ
ト
を
設
置
し
、
来
場
者
に
運
転
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
企
画
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
部
員
た
ち
か
ら
本
格
的
な
ジ
オ

ラ
マ
の
製
作
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う

声
が
上
が
り
始
め
た
２
０
１
２
年
夏
、

よ
り
多
く
の
参
加
校
を
求
め
て
い
た
大

会
の
運
営
か
ら
お
誘
い
を
頂
き
、「
モ

ジ
ュ
ー
ル
レ
イ
ア
ウ
ト
部
門
」
へ
の
出

場
を
即
決
し
ま
し
た
。

旅鉄部「全国高等学校鉄道模
型コンテスト」出場について

香里中学校・高等学校教諭　八
やつ

井
い

健
けん

太
た

▲本校文化祭にて、歴代作品を連結して運転

▲細かな作業の連続で作り上げた駅の風景

▲2014年度出展作品「ふしみ、いなりと、
　夏祭り。」（京阪電車伏見稲荷駅がモデル）
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得
も
目
指
し
て
い
ま
す
。IB

が
掲
げ

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
同
志
社
の
教
育
理

念
と
思
い
を
同
じ
く
し
て
お
り
、IB

が
長
期
的
な
展
望
と
し
て
い
る
「
学
習

者
像
（Learner Profi le

）」
は
、
同
志

社
が
育
成
を
目
指
す
人
物
像
と
相
互
に

重
な
リ
合
う
部
分
が
多
く
、
更
に
新
島

襄
の
生
き
様
が
全
て
の
「
学
習
者
像
」

と
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
興
味

深
い
点
で
す
。
加
え
て
、IB

の
教
育

手
法
は
、「
探
究
型
」「
学
習
者
が
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
参
加
す
る
」
も
の
と
し

て
、
国
際
学
院
が
理
想
と
す
る
と
こ
ろ

で
す
。IB

 D
P

コ
ー
ス
で
は
、
12
年
生

が
卒
業
を
目
前
と
す
る
５
月
に
、
最
終

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
最
終
試
験

に
お
い
て
、
あ
る
一
定
基
準
を
満
た
し

たD
P

資
格
取
得
者
は
、
文
部
科
学
省

を
始
め
と
す
る
世
界
各
国
の
政
府
機

関
・
大
学
が
高
校
卒
業
同
等
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
と
認
め
る
大
学
受
験
資
格

を
得
ま
す
。D

P

資
格
取
得
者
は
、
従

来
か
ら
欧
米
の
主
要
大
学
が
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
主
要
大
学
も

評
価
し
始
め
て
お
り
、IB

 D
P

入
試
制

あ
る
象
の
保
護
地
域
で
象
の
飼
育
を
体

験
し
、
バ
ン
コ
ク
で
タ
イ
王
国
の
歴
史

や
同
国
に
お
け
る
象
の
重
要
性
等
を
学

び
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
家
族
と
離
れ

て
の
海
外
渡
航
を
通
じ
て
、
自
ら
の
責

任
あ
る
行
動
、
生
徒
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
意
義
を
学
び
ま
し
た
。

度
の
整
備
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

D
P

の
資
格
取
得
に
よ
り
、D

ISK

卒
業

生
の
進
学
先
が
、
国
内
外
で
大
き
く
広

が
り
ま
す
。D

ISK

で
は
、
全
て
の
卒

業
生
が
、D

P

資
格
取
得
者
と
な
る
こ

と
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
６
月
に
は
６
か
ら
11
年
生
が
、

D
ISK

と
し
て
初
の
海
外
学
習
旅
行
と

し
て
、
１
週
間
タ
イ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ス
コ
ー
タ
イ
王
朝
時
代
の
旧
都
近
郊
に

　

同
志
社
国
際
学
院
は
、
同
志
社
の
新

た
な
一
貫
教
育
へ
の
歩
み
と
し
て
、
初

等
教
育
段
階
か
ら
国
際
的
観
点
に
た
っ

た
同
志
社
教
育
を
展
開
し
、
建
学
精
神

の
一
つ
で
あ
る
「
国
際
主
義
」
の
一
層

の
充
実
と
水
準
の
向
上
を
図
り
、
そ
の

教
育
効
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
２
０
１
１
年
に
京

都
府
木
津
川
市
に
開
校
し
ま
し
た
。
２

つ
の
学
校
が
併
設
し
て
お
り
、
２
０
１

１
年
４
月
に
開
校
し
た
初
等
部
は
１
か

ら
６
年
生
が
在
籍
す
る
、
所
謂
一
条
校

で
、
も
う
一
方
の
国
際
部
は
同
年
９
月

に
開
校
し
た
１
か
ら
12
年
生
が
在
籍
す

る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で

す
。
今
回
は
、
国
際
部
（D

ISK
: 

D
oshisha International School, 

K
yoto

）
の
最
新
状
況
に
付
い
て
、
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、D

ISK

に
在
籍
す
る
児
童
・

生
徒
の
約
４
割
が
外
国
籍
や
二
重
国
籍
、

残
り
の
児
童
・
生
徒
が
日
本
国
籍
で
す

が
、
日
本
国
籍
の
児
童
・
生
徒
の
お
よ

そ
半
数
は
帰
国
生
で
す
。
世
界
的
に
増

加
傾
向
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
で
は
、
外
国
籍
よ
り
現
地
国

籍
の
児
童
・
生
徒
の
比
率
が
上
昇
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
国
に
お
け

る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、

D
ISK

に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。D

ISK

で
は
、
言
語
の
学

習
と
し
て
日
本
語
を
履
修
す
る
以
外
は
、

全
て
の
授
業
が
英
語
で
行
わ
れ
て
お
り
、

新
島
襄
が
同
志
社
英
学
校
を
創
設
し
た

当
初
の
志
で
あ
る
「
英
語
で
学
ぶ
」
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

D
ISK

で
は
、
米
国
西
部
地
域
私
立

学
校
大
学
協
会
（W

A
SC

: W
estern 

A
sso

ciatio
n

 o
f S

ch
o

o
ls an

d 
C

olleges

）
か
ら
の
認
証
取
得
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
３
年
超
に
及
ぶ
準
備

期
間
を
経
て
、
本
年
４
月
にW

A
SC

に

よ
る
訪
問
調
査
を
受
け
た
結
果
、
７
月

に
は
認
証
取
得
の
通
知
を
受
け
取
り
ま

し
た
。W

A
SC

か
ら
の
認
証
を
取
得
し

た
こ
と
に
よ
り
、D

ISK

の
卒
業
生
全

員
が
、
日
本
を
含
む
各
国
の
大
学
へ
の

受
験
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、D

ISK

卒
業
生
の
進
学
先
が
、

国
内
外
で
大
き
く
広
が
っ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
同
志
社
大
学
の
全
て
の
学

部
に
お
い
て
、D

ISK

の
卒
業
生
が
指

定
校
推
薦
入
学
を
目
指
せ
る
仕
組
み
を

作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
でILA

（Institute of Liberal 
A

rts

）
に
限
ら
れ
て
い
たD

ISK

卒
業

生
の
同
志
社
大
学
へ
の
進
路
が
、

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
全
学
部
に
拡
大

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
志
社
大
学

附
属
の
学
校
と
し
て
、D

ISK

も
同
志

社
大
学
と
の
よ
り
密
接
な
高
大
接
続
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
観
点
に
た

っ
た
一
貫
教
育
の
理
念
を
、
同
志
社
全

体
で
一
層
追
求
す
る
体
制
が
整
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

D
ISK

は
、
開
校
後
間
も
な
く
し
て

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（IB

）
の
後
期
中

等
教
育
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
（D
P

）
の

認
定
を
受
け
た
の
に
続
き
、
初
等
教
育

課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
（PY
P

）
認
定
に
関

し
て
も
、
２
０
１
４
年
初
め
に
取
得
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
前
期
中
等
教
育
課

程
プ
ロ
グ
ラ
ム
（M

Y
P

）
の
認
定
取

DISK Now

国際学院初等部・国際部 校長　横
よこ

田
た

健
けん

司
じ

皆で協力して、象の体をきれいにします。

象の食べ物も、皆で協力して運びます。


